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　４月21日におこなわれた統一地方選後半戦
の平均投票率を翌22日に総務省が発表した。
59市長選挙47.50％、283市議選45.57％、東京
都特別区の20区議選42.63％、66町村選64.98
％、282町村議選59.65％と、過去最低を相次

いで更新。東京都の11区長選だけは0.1ポイ
ント増となったが、44.21％にとどまった。４
月７日の前半戦（41道府県議選）、６政令市長
選、17政令市議選でも過去最低を記録した。
みなさんの地域はどうだっただろうか。

▼同和園分会の分会会議で

統一地方選の平均投票率、過去最低相次ぐ

与
を
削
減
す
る
の
に
説
明
責

任
も
果
た
さ
な
い
」「
管
理

職
手
当
の
引
き
上
げ
は
許
せ

な
い
」
な
ど
多
く
の
怒
り
の

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
７

割
近
く
が
転
職
を
考
え
て
い

る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
り
、

こ
の
ま
ま
で
は
一
層
退
職
者

が
増
え
て
人
手
不
足
に
拍
車

が
か
り
、
事
業
所
が
存
続
で

き
な
い
と
の
懸
念
が
た
た
か

い
に
火
を
つ
け
ま
し
た
。

１
年
遅
れ
で
提
案
が

１
年
遅
れ
で
提
案
が

強
行
も
手
当
の
支
給

強
行
も
手
当
の
支
給

な
ど
回
答
引
き
出
す

な
ど
回
答
引
き
出
す

　

撤
回
を
求
め
て
ギ
リ
ギ
リ

ま
で
団
体
交
渉
を
重
ね
、
１

年
先
送
り
さ
せ
た
も
の
の
、

19
年
度
か
ら
給
与
表
と
一
時

　

社
会
福
祉
法
人
同
和
園
の

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
、

昨
年
４
月
に
着
任
し
た
顧
問

の
研
修
や
指
導
に
よ
っ
て
、

次
々
と
退
職
者
や
病
休
者
が

出
る
事
態
が
起
こ
り
ま
し

た
。
高
齢
福
祉
支
部
同
和
園

分
会
で
は
、
法
人
に
説
明
を

求
め
る
要
求
書
を
提
出
し

て
、
同
年
７
月
に
団
体
交
渉

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

法
人
側
は
顧
問
と
職
員
の

退
職
・
病
休
と
の
因
果
関
係

は
否
定
し
ま
し
た
が
、「
行

金
の
見
直
し
が
強
行
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
粘
り
強
く

あ
き
ら
め
な
か
っ
た
こ
と

で
、
非
正
規
労
働
者
へ
の
住

宅
手
当
の
支
給
や
特
殊
勤
務

手
当
の
存
続
、
２
年
後
の

「
給
与
表
の
検
証
」
な
ど
を

法
人
か
ら
引
き
出
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
た
か
い
で
新
し
い

仲
間
を
迎
え
入
れ
た
こ
と
に

も
確
信
を
持
ち
、
次
に
向
か

っ
て
歩
ん
で
い
き
ま
す
。

き
過
ぎ
た
指
導
」
に
つ
い
て

は
是
正
す
る
こ
と
を
約
束
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後

も
退
職
や
病
休
が
後
を
絶
た

ず
、
顧
問
の
解
任
を
要
求
し

て
、
今
年
１
月
に
再
度
交
渉

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

１
９
１
人
の
賛
同
も

１
９
１
人
の
賛
同
も

力
に
力
に  

再
発
防
止
の

再
発
防
止
の

検
討
を
約
束
さ
せ
る

検
討
を
約
束
さ
せ
る

　

法
人
に
数
百
人
い
る
職
員

の
な
か
で
同
和
園
分
会
の
組

合
員
は
少
数
の
た
め
、
２
回

い
ま
す
が
、「
今
回
は
黙
っ

て
い
ら
れ
な
い
」
と
、
３
分

会
は
力
を
あ
わ
せ
ま
し
た
。

７
割
近
く
が
転
職
を

７
割
近
く
が
転
職
を

検
討
検
討  
１
３
８
通
の

１
３
８
通
の

怒
り
の
声
を
力
に

怒
り
の
声
を
力
に

　

背
中
を
押
し
た
の
は
、
職

員
の
半
数
近
い
１
３
８
通
の

ア
ン
ケ
ー
ト
と
職
場
集
会
に

よ
る
職
員
の
声
で
す
。「
労
働

条
件
引
き
下
げ
の
根
拠
や
繰

越
金
の
使
途
が
不
明
」「
職
員

を
大
切
に
し
な
い
法
人
で
は

働
く
意
欲
が
な
く
な
る
」「
給

　

京
都
の
北
部
地
域
で
21
の

障
害
者
福
祉
事
業
所
を
運
営

す
る
よ
さ
の
う
み
福
祉
会

は
、
２
０
１
７
年
11
月
、
財

政
悪
化
と
繰
越
金
の
増
額
を

め
ざ
す
と
の
理
由
で
、
２
０

１
８
年
度
か
ら
の
月
例
給
の

大
幅
な
削
減
と
、
一
時
金
を

業
績
反
映
に
よ
る
賞
与
に
切

り
替
え
る
こ
と
を
提
案
し
ま

し
た
。
法
人
に
は
地
域
を
単

位
に
し
た
３
つ
の
分
会
が
あ

り
ま
す
。
い
ず
れ
も
少
数
分

会
で
、
地
域
も
広
く
、
活
動

に
は
多
く
の
困
難
が
と
も
な

　

親
や
家
族
な

ど
、
身
近
で
一
番

信
頼
を
寄
せ
て
い

る
大
人
か
ら
、
突

然
あ
る
い
は
日
常

的
に
虐
待
や
不
適

切
な
関
わ
り
を
受
け
た
時
、
子

ど
も
は
真
実
を
素
直
に
話
す
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
思
い

や
身
の
回
り
に
起
き
た
こ
と
を

言
葉
に
し
、
意
見
や
希
望
を
伝

え
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

当
事
者
の
権
利
を
主
張
す
る

こ
と
へ
の
支
援
が
必
要
と
さ
れ

る
「
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
（
権
利
擁

護
）」
が
今
注
目
さ
れ
て
い

る
。
海
外
に
は
、
子
ど
も
の
意

思
を
第
三
者
が
く
み
取
り
、
行

政
や
司
法
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や

教
育
機
関
な
ど
へ
代
弁
し
、
権

利
を
擁
護
す
る
制
度
が
す
で
に

確
立
し
て
い
る
国
も
あ
る
。

　

今
国
会
で
は
、
児
童
福
祉
法

改
正
案
の
中
で
「
子
ど
も
の
意

見
表
明
権
」
を
保
障
す
る
し
く

み
を
検
討
す
る
と
記
さ
れ
、
ま

た
地
域
で
活
動
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど
に
は
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
の

全
国
組
織
の
設
立
を
め
ざ
す
動

き
も
あ
る
。
サ
イ
レ
ン
ト
・
マ

ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
（
声
な
き
声
）

に
耳
を
傾
け
、
真
の
気
持
ち
や

言
葉
に
寄
り
添
う
こ
と
が
日
常

の
福
祉
現
場
か
ら
、
権
利
擁
護

を
社
会
に
広
げ
て
い
き
た
い
。

 

（
高
橋
）

高宮信一･作

原
発
輸
出
が
無
理

な
ら
ば
…

廃
炉
作
業
に
外
国

か
ら
労
働
者
を

　

福
祉
保
育
労
で
は
19
春
闘
で
、
職
場
・
制
度
の
改
善
を
求
め

て
、要
求
書
の
提
出
、回
答
の
引
き
出
し
、団
体
交
渉
な
ど
を
す

す
め
て
き
ま
し
た
。
京
都
地
本
で
は
、
基
本
給
や
一
時
金
の
見

直
し
提
案
の
撤
回
を
求
め
て
交
渉
を
重
ね
、
強
行
さ
れ
た
も
の

の
手
当
の
創
設
な
ど
を
勝
ち
取
っ
た
り
、
職
場
環
境
の
悪
化
に

対
し
て
パ
ワ
ハ
ラ
対
策
を
約
束
さ
せ
た
り
と
、
粘
り
強
い
春
闘

に
と
り
く
ん
で
き
ま
し
た
。２
つ
の
た
た
か
い
を
報
告
し
ま
す
。

粘
り
強
い
要
求
・
交
渉
で

1919
春
闘
春
闘

よ
さ
の
う
み
福
祉
会
分
会

同
和
園
分
会

京 都
地 本

よさのうみ
福祉会分会

高齢福祉支部 同和園分会

基
本
給
削
減
・
一
時
金
の

見
直
し
に
３
分
会
が

力
あ
わ
せ
撤
回
を
求
め
て

退
職
や
病
休
が
次
々
と

職
場
の
改
善
を
求
め
て

目
の
交
渉
の
際
に
は
ニ
ュ
ー

ス
を
発
行
し
て
、
事
態
収
拾

の
た
め
の
嘆
願
書
も
職
員
に

よ
び
か
け
ま
し
た
。
１
９
１

人
の
職
員
か
ら
賛
同
が
得
ら

れ
た
な
か
で
、
交
渉
に
臨
み

ま
し
た
。

　

交
渉
で
は
昨
年
度
は
例
年

の
１
・
６
倍
以
上
の
職
員
が

退
職
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。
法
人
は

前
回
に
続
い
て
因
果
関
係
は

否
定
し
た
も
の
の
、
パ
ワ
ハ

ラ
の
相
談
窓
口
や
職
員
か
ら

意
見
を
聞
く
目
安
箱
の
設

置
、
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

な
ど
再
発
防
止
策
の
検
討
を

約
束
し
ま
し
た
。分
会
で
は
、

成
果
を
あ
い
ま
い
に
せ
ず
実

施
さ
せ
て
い
く
た
め
に
引
き

続
き
奮
闘
し
て
い
ま
す
。



　労働環境の改善を求め、一人ひとりの声を
集めて声をあげることができるのが労働組合
です。各地の10人の組合員から「組合の力で
変えたいのはコレだ！」をテーマにメッセー
ジを寄せていただきました。みなさんが変え
たいことは何ですか。まわりの人にも聞いて
みましょう。福祉保育労に多くのなかまを迎
え入れて、組合の力で変えていきましょう。

②なかま③ 福祉の
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最
低
賃
金
を
め
ぐ
る
動

き
が
活
発
に
な
っ
て
い

る
。
今
年
２
月
、
自
民
党

内
に
全
国
一
律
最
低
賃
金

制
の
法
制
化
を
推
進
す
る

議
員
連
盟
が
発
足
し
た
。

外
国
人
労
働
者
の
東
京
一

極
集
中
の
是
正
や
地
方
経

済
の
底
上
げ
を
目
的
に
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
４
月

に
は
全
労
連
役
員
や
研
究

者
が
出
席
し
、
レ
ク
チ
ャ

ー
す
る
な
ど
積
極
的
な
活

動
が
さ
れ
て
い
る
。

　

政
府
は
最
低
賃
金
を
加

重
平
均
で
時
給
１
０
０
０

円
程
度
に
な
る
よ
う
に
段

階
的
に
引
き
上
げ
る
と
し

て
き
た
が
、
全
国
一
律
化

を
す
す
め
る
方
向
に
は
な

い
。
し
か
し
、
与
党
内
に

全
国
一
律
制
な
ど
を
求
め

る
具
体
的
な
動
き
が
出
て

き
た
こ
と
で
、
今
後
の
政

府
の
政
策
に
少
な
か
ら
ず

影
響
を
与
え
て
い
く
の
で

は
な
い
か
。
背
景
に
は
、

大
幅
な
引
き
上
げ
を
求
め

て
き
た
労
働
者
・
国
民
の

運
動
の
広
が
り
が
あ
る
。

　

現
在
の
最
低
賃
金
は
、

最
も
高
い
東
京
都
で
９
８

５
円
、
最
も
低
い
鹿
児
島

県
で
７
６
１
円
と
、
２
２

４
円
の
格
差
が
あ
る
。
東

京
の
最
低
賃
金
で
フ
ル
タ

イ
ム
働
い
た
と
し
て
も
月

額
で
は
15
万
円
ほ
ど
に
し

か
な
ら
な
い
。
全
労
連
の

最
低
生
計
費
調
査
で
は
、

全
国
ど
の
地
域
で
も
月
22

〜
24
万
円
（
時
給
換
算
で

約
１
５
０
０
円
）
は
必
要

と
さ
れ
、
現
状
は
「
最

低
」
の
生
活
す
ら
保
障
し

て
い
な
い
。

　

そ
も
そ
も
賃
金
水
準
が

低
い
福
祉
労
働
者
に
と
っ

て
は
、
最
低
賃
金
と
正
規

労
働
者
の
賃
金
水
準
の
差

は
接
近
し
て
お
り
、
最
低

賃
金
の
引
き
上
げ
は
、
非

正
規
労
働
者
だ
け
で
な
く

福
祉
労
働
者
全
体
の
問
題

と
な
っ
て
い
る
。

　

大
幅
な
引
き
上
げ
を
最

重
要
課
題
と
位
置
づ
け
、

全
国
的
な
運
動
を
展
開
し

て
い
る
産
業
別
労
働
組
合

も
少
な
く
な
い
。
ま
た
４

月
に
全
国
港
湾
労
連
が
産

別
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

を
求
め
て
ス
ト
ラ
イ
キ
に

立
ち
上
が
っ
た
こ
と
は
記

憶
に
新
し
い
。

　

最
低
賃
金
を
め
ぐ
る
運

動
は
夏
に
む
け
て
本
格
的

に
す
す
ん
で
い
く
。「
８

時
間
働
け
ば
人
間
ら
し
く

暮
ら
せ
る
社
会
」
を
め
ざ

し
、と
り
く
ん
で
い
こ
う
。

●24日（金）　福祉保育労中央行動
５月

●15日（土）　保育部会学習交流集会（高知）～16日（日）
●22日（土）　高齢種別全国交流集会（京都）～23日（日）
　　　　　　社協・事業団全国学習交流集会（岩手）
 ～23日（日）
●30日（日）　第23回
　　　　　　社会福祉研究
　　　　　　交流集会
　　　　　　　　　（東京）

６月

最
低
賃
金
を
大
幅
に
引
き
上
げ
て

「
８
時
間
働
け
ば
人
間
ら
し
く
暮
ら
せ
る
社
会
」を
め
ざ
そ
う

「賃金・労働条件の変更」がリー
ダー会議の議題に。業務上は上司
でも労働組合は労使対等です。組
合無視は許さない！

働く者が大切にされてこそ、利用者
・対象者の権利は守られます。自分
のことを後回しにせず、私たちも大
切にされる福祉職場を実現しよう！

当該の子ども一人につき年間５日
となっている看護休暇を職員一人
につきにしてほしい。生活を大事
にできる時間の確保を権利として
要求したい。

重症児施設の職場は利用者
の重度化や医療ケアの必要
から、現場では常に緊張が
伴います。人と笑顔を増や
して過ごしやすい職場にし
たいです。

離職の大きな要因とも言える人
材不足。人員補充を強く訴え
て、一人ひとりの職員が十分な
休養を取れ、負担の少ない働き
やすい環境をつくろう。

やりがいのある仕事であり、一生の
職にしたいという思いがあっても、
給与に不安があるとどうしても続け
ていくことが困難になります。

パン作りのために早く出
勤する日はありますが、
定時（17時）に帰れる日
はなかなかありません。 ４年前の鬼怒川水害で自宅

に被害が出た時に「ふくし
ろう基金」からお見舞金を
いただき、本当に助かりま
した。頼りになる組合の力
を大きくしましょう！

以前は午睡の時間が“休憩時
間”でしたが、自由に過ごせ
る休憩時間が保障されるよう
になりました。まだまだ改善
点はありますが、一歩ずつ！

組
合
の
力

組
合
の
力
チカラ

でで

北
海
道　

め
ぐ
み
会
分
会

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

池
戸　

一
恵
さ
ん

福
祉
保
育
労
中
央
本
部

土
田　

昭
一
中
央
執
行
委
員
長

茨城・杉の子保育園分会
芦ヶ谷　せい子さん

山梨・つくし保育園分会
佐竹　英里さん

埼玉・日和田会分会
（障害福祉サービス事業所）
小出　啓予さん

滋賀・びわこ学園センター野洲分会
（重症心身障害児施設）
野並　弘恵さん

島根・ 特養ひまわり園分会
（特別養護老人ホーム）
落合　佑紀さん

香川・こぶし今里分会（保育園） 
木村　頼崇さん

福岡・つくしの里分会
（生活介護・就労継続支援Ｂ型事業所）
辰島 賢さん

変
え
た
い

変
え
た
い
のの
はは

コ
レ
コ
レ
だだ
!!!!

保育士の資格があるけれど最終学歴
が高卒なので、俸給表のスタートは
１－１。これではまともな生活がで
きません。学歴で差別しないで!!

静
岡
・
静
岡
た
ん
ぽ
ぽ
分
会
（
保
育
園
）

横
山　

法
子
さ
ん

メッセージを書いてみるといいのサ

あなた
の

変えた
い

ことは
何？



④福祉のなかま

Myメッセージ

伝えたい！

Myメッセージ

力
伝えたえい
組合の

チカラ

第331号 2019年５月号

滋賀の分会結成が心強く
大阪地本・つばさ分会　井之浦　一子さん

　滋賀の分会結成の報告記事を読みました。有給
休暇の取得の難しさや時間外労働など、厳しい労
働環境をなんとか変えられないものかと、その思
いを集めて組合づくりをして、組合の必要性をみ
んなのものにしていく。組合ができたことで、職
場が変わっていくだろうと心強く思いました。

　

障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

で
キ
ー
パ
ー
職
員
（
支
援

員
）
を
し
て
い
ま
す
。
夜
勤

業
務
は
ワ
ン
オ
ペ
体
制
が
基

本
で
、
一
人
き
り
に
な
る
時

間
帯
が
多
い
職
場
で
す
。
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
班
会
議
や

飲
み
会
・
交
流
会
に
関
わ
っ

た
り
、
仕
事
上
の
悩
み
相
談

に
の
っ
た
り
し
て
、
意
識
的

に
横
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
て
き
ま
し
た
。

　

組
合
で
は
、
要
求
を
取
り

ま
と
め
、法
人
と
交
渉
し
て
、

取
り
に
く
か
っ
た
有
給
休
暇

を
計
画
的
に
取
り
や
す
く
し

た
り
、
有
休
取
得
時
の
夜
勤

手
当
込
み
の
所
得
保
障
も
さ

せ
た
り
、
み
ん
な
で
成
果
を

勝
ち
取
っ
て
き
ま
し
た
。

　

大
阪
地
本
で
は
非
正
規
部

会
部
長
を
つ
と
め
て
い
ま
す

が
、
非
正
規
労
働
者
と
し
て

９
年
、
そ
の
後
正
規
雇
用
に

な
っ
て
４
年
の
経
験
が
活
動

の
原
点
で
す
。「
労
働
組
合

は
、
業
種
や
職
種
、
正
規
・

非
正
規
の
雇
用
形
態
に
関
係

な
く
ま
と
ま
れ
る
。
思
い
つ

い
た
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
」
と
力
を
こ
め
ま
す
。

「
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
・
さ

せ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

自
分
自
身
と
ま
わ
り
の
労
働

者
が
主
人
公
に
な
れ
る
活

動
」
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

ワ
ン
オ
ペ
体
制
の
解
消
を

国
に
求
め
つ
つ
、
日
々
の
忙

し
い
業
務
の
中
、「
利
用
者

や
家
族
か
ら
感
謝
さ
れ
、
そ

の
人
生
に
少
し
で
も
関
わ
れ

た
時
」
に
や
り
が
い
を
感
じ

て
い
ま
す
。 

【
編
集
部
】

業種や職種・雇用形態などに関係なく
みんなでまとまることができる

趣
味
は
音
楽
（
ギ
タ
ー
を

弾
く
）・
ア
ウ
ト
ド
ア

（
自
然
の
中
で
過
ご
す
）。

大阪地本執行委員　コスモス分会執行委員

豊岡　歩さん

【
解
き
方
】
二
重
ワ
ク
の
文
字

を
、
Ａ
〜
Ｆ
の
順
に
並
べ
て
で

き
る
言
葉
は
な
に
？

■
ヨ
コ
の
カ
ギ

① 

英
語
で
は
グ
リ
ー
ン

③
端
午
の
節
句
は
…
湯

⑥
お
坊
さ
ん
の
こ
と

⑦ 

か
た
く
な
で
意
地
っ
張
り
な

人
。
…
お
や
じ
。

⑧ 

ク
ワ
ガ
タ
と
人
気
を
二
分
す

る
昆
虫

⑩
シ
ン
デ
レ
ラ
の
落
し
物

⑪
…
橋
。
…
銭
。

⑫
空
中
を
落
下
す
る
こ
と

⑭
に
せ
も
の
。
…
ニ
ュ
ー
ス

⑯
苦
あ
れ
ば
…
あ
り

⑰
…
ビ
ー
ル
。
空
き
…
。

⑱ 

通
勤
や
通
学
に
用
い
る
人
も

㉑ 

そ
の
場
の
雰
囲
気
。
…
を
読

む
㉒
食
…
。
…
ば
り
。

㉓
表
門
↑
↓

㉔ 

さ
き
い
か
、
チ
ー
ズ
た
ら
、

ビ
ー
フ
ジ
ャ
ー
キ
ー
な
ど

■
タ
テ
の
カ
ギ

①
12
月
31
日
は
大
…

②
キ
リ
ン
や
ゾ
ウ
が
い
ま
す

③
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム

④
邪
悪
。
…
し
ま
な
や
つ

⑤ 
手
塚
治
虫
の
代
表
作
「
…
ジ

ャ
ッ
ク
」

⑦
紙
に
包
ん
で
捨
て
よ
う

⑨
神
社
に
立
っ
て
い
ま
す

⑩
車
の
警
笛

⑬
首
都
は
テ
ヘ
ラ
ン

⑭ 

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
辞
書
に
な
い

言
葉

⑮
コ
レ
が
強
い
人
は
当
た
る

⑲
…
は
本
能
寺
に
あ
り

⑳ 

そ
ば
や
冷
奴
な
ど
に
添
え
て

味
を
引
き
立
て
る

㉑
…
を
つ
か
む
よ
う
な
話

３
２
９
号
（
２
０
１
９
年
３
月

号
）
の
答
え
と
当
選
者

　

３
２
９
号
の
答
え
は
、「
ハ
ル

ノ
オ
ガ
ワ
」で
し
た
。応
募
は
20

人
で
、
抽
選
に
よ
り
次
の
方
々

に
図
書
カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。

西
村　

満
美
さ
ん

（
東
海
地
本
・
田
代
保
育
園
分
会
）

原
田　

雄
一
さ
ん

（
大
阪
地
本
・
大
阪
福
祉
事
業
財
団
分
会
）

馬
場　

順
子
さ
ん

（
大
阪
地
本
・
穂
積
福
祉
会
分
会
）

酒
井　

秀
樹
さ
ん

（
大
阪
地
本
・
聖
森
会
分
会
）

金
居　

優
美
さ
ん

（
広
島
支
部
・
口
田
な
か
よ
し
保
育
園
分
会
）

　答えと「福祉のなかま」の気になった記事の感
想、近況などを必ず添えて、ハガキかＦＡＸ、メ
ールで送付ください（地方組織・分会、氏名、住
所明記）。紙面やホームページ等に掲載させてい
ただくことがありますので、ご了承ください。
締切▶６月15日
発表▶2019年７・８月号
賞品▶正解者の中から５人の方に
　　　図書カード（1000円）進呈
宛先▶「福祉のなかま」編集部

分会慶弔共済も！ワンコイン共済も！

もうすぐ継続手続きの
ご案内が届きます！

分会慶弔共済・個人共済（ワンコイン・医療・
生命・交通災害・火災）継続手続きQ＆A

共済の継続〆切は６月15日！

分会の組合員の希望者だけの登録
でいいですか？

登録できますが、分会活動として
みんなで支えることを目的にした
制度ですので、できるだけ全組合
員を基本にとりくんでください。

分会慶弔共済では必要ありませ
ん。分会長の名義で「給付請求書
兼事由証明書」に必要事項を記載
していただけば請求できます。た
だし、退職餞別金の退職証明書と
お見舞金の休業証明書は、雇用主
に必要事項の記入・押印してもら
って、提出してください。

給付には、公的な書類（診断書な
ど）は必要ですか？

更新後の新規登録は随時できます
ので、更新日は厳守してください。
※ 追加登録の場合は、時期によっ
て掛金の額が変わりますので、
福祉保育労共済会までお問い合
わせください。

更新〆切の後に組合員が増える可
能性があるのですが、手続きを待
ってもらえますか？

追加・変更は年１回の継続手続き
の時のみです。５月中にご自宅に
お届けする継続加入申込書に、希
望する口数を記入（医療・生命の
追加・増口は健康告知が必要）
し、ご返送ください。
※ 返信がない場合は自動更新にな
ります。

「ワンコイン共済」に加入してい
ますが、医療共済や交通災害共済
の追加や口数の変更はいつでもで
きますか？

７月には参議院選挙
大切な一票の意義を伝えたい

東海地本・田代保育園分会　白鳥　睦さん

　春の統一地方選挙、夏の参議院選挙と今年は選
挙が続きますね。若い人たちに、きちんと声をあ
げ、自分たちの大切な一票で意思表示することを
伝えていきたいです。

消費税10％への増税で社会保障は潤う?!
京都地本・蜂ヶ岡分会　吉岡　勇伍さん

　「今月の主張」を読んで、保育・幼児教育「無
償化」のための消費税10%への増税は社会保障に
どれほどの潤いを与えるのだろうかと考えまし
た。給食費等の実費徴収もあるなか、負担増のダ
ブルパンチをくらう世帯に目を向けなければ。戦
闘機よりも子どもたちに予算を！

園の子どもたちも新たなスタートで少しずつ変化が
大阪地本・コスモス分会　宮井　保代さん

　新しい年度がスタートしました。新しいお友だ
ちは環境への変化に泣いていましたが、少しずつ
泣く姿も減ってきています。楽しい保育園生活を
送ってほしいと思います。

労働学校に参加して刺激と葛藤の間で
広島支部・口田なかよし保育園分会　金居　優美さん

　２月に開催された中四国ブロックの労働学校に
参加しました。組合に10年近くいながら実は初め
ての参加で、他園のびっくりするような話も聞き
ました。我が園ではどのように要求していくべき
なのか、私たち分会の組合員も勉強が必要です
ね。でも毎日の保育で大忙しなのが現状です。一
年間通して激務で、仕事と組合活動の両立は厳し
いのも事実。自分たちのため！と思うけど。

紙面を読んで

分会慶弔共済

ワンコイン共済

答
え

A Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

応 募 方 法


